
二
〇

二
六
年

度

国
語

解
答

用
紙

(

二

月
十
二
日)

号

点

番

名

験

氏

得

受

一

問
一

ａ

し
ん

た
ん

ｂ

徹

底

ｃ

城

郭

ｄ

古
墳

ｅ

差

異

問
二

イ

人

間

の

生

活

圏

か

ら

離

れ

、

自

然

の

中

で

人

知

を

超

問

三

え

た

存

在

と

向

き

合

っ

て

い

る

と

感

じ

る

感

覚

。

問

四

ウ

問

五

ア

問

六

エ

計

日

本

の

木

の

文

化

が

、

木

を

加

工

す

る

技

術

と

し

て

一

問
七

語

ら

れ

、

森

を

利

用

す

る

文

化

と

結

び

つ

い

て

い

な

い

点

。

問

八

エ

問

一

一

点×

５

問

二

三

点

自

然

を

信

仰

の

対

象

と

し

て

捉

え

る

だ

け

で

は

、

木

問

三

四
点

問

四

三
点

問

九

を

生

活

の

中

で

利

用

す

る

技

術

や

文

化

が

語

ら

れ

ず

問

五

三

点

問
六

三
点

、

森

を

利

用

す

る

文

化

が

見

え

な

く

な

る

か

ら

。

問

七

四

点

問

八

三

点

里

山

と

は

、

人

間

が

森

を

生

活

の

中

で

利

用

す

る

こ

問
九

六
点

問
十

六
点

問

十

と

で

生

ま

れ

、

里

か

ら

奥

山

へ

と

連

な

る

日

本

独

自

の

森

の

文

化

を

象

徴

す

る

存

在

で

あ

る

。

二

問
一

エ

計

雨

戸

が

吹

き

飛

び

、

家

が

壊

れ

て

風

雨

が

吹

き

込

む

問
二

二

こ

と

。

問
三

ア

問
四

ウ

問

一

三
点

祖

父

の

姿

を

見

て

、

将

来

自

分

も

同

じ

よ

う

に

老

い

問
二

六
点

問
五

問
三

三
点

る

と

感

じ

た

か

ら

。

問
六

イ

問

四

四

点

問

五

四

点

闇

の

中

で

全

て

を

知

っ

て

い

る

、

目

に

見

え

な

い

存

問

六

三

点

問
七

問

七

六

点

在

。

問
八

四

点

問
九

三
点

台

風

の

夜

の

不

安

と

孤

独

か

ら

、

人

類

や

宇

宙

の

行

問

十

四

点

問

八

く

末

を

考

え

た

。

問

九

エ

問

十

イ

三

問
一

素
材

露

種
類

二

計

問

二

あ

イ

い

ウ

三

他
の
人

の
気
づ

か
な

い
、

自
分
だ

け
が
知

っ
て

い
る

自
然
の

生
命

の
持

つ
不
思

議
さ
・

美
し

さ
を

発
見

問

三

し
た

喜
び
。

四
点×

５




